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１．コンセプト

方針の概要

P 01

方針の概要

南浜・雲雀野・門脇（南浜地区）における集落の成り立ちの歴史や風土を示すかつての「浜」と、
震災前に蓄積された半世紀の南浜地区への想いや記憶を示す「街」を土地利用の基本的前提とし、

そ から東 本大震災による犠牲者を追悼し 被災 教訓を次世代 と継承し く とを祈念するため

基本的な視点

そこから東日本大震災による犠牲者を追悼し、被災の教訓を次世代へと継承していくことを祈念するための
「祈念公園」を描きだす。

追悼と伝承の祈念公園浜の自然との係わり 街の記憶
・かつて湿地と松原であった場所。

・津波で街が消失、本来の自然に回帰しつつある。

・市街地が大津波で消失したが、暮らしの記憶を
再生する手がかりが残っている。

・人々の心に暮らしの記憶がある。

・自然への畏敬の念と暮らしの記憶を持ち、追悼と
教訓の伝承とともに、復興への意志を伝え続ける。

・命の尊さを実感する公園づくりを通じてこの土地
に係わり続けていく。に係わり続けて く。

～浜・街・祈念公園の場所性を重ねる～浜 街 祈念公園の場所性を重ねる
・かつての環境と現状を踏まえ、土地本来の自然を育む。
・暮らしの記憶を街路網に刻み、これを感じる。
追悼と鎮魂の思いとともに まちと震災の記憶をつたえ 生命（いのち）のいとなみの杜をつくり 人の絆（きずな）をつむぐ

祈念公園（東日本大震災後） 祈念公園
公園づくりのプロセス戦略

市民のこの土地への係わり方を組み立て、公園づ
役割をプ セ

・追悼と鎮魂の思いとともに、まちと震災の記憶をつたえ、生命（いのち）のいとなみの杜をつくり、人の絆（きずな）をつむぐ。

祈念公園（東日本大震災後）
・式典や伝承が可能な中核的な空間
・公園全体が「犠牲者の追悼ができる」空間
・かつて街と暮らしがあったことを空間として実感できる場
・雨水調整と自然の育みを併せ持つ湿地・池沼

祈念公園 市民のこの土地への係わり方を組み立て、公園づ
くりのプロセスを重視し、プロジェクトとしてつ
くり続ける公園とする

5つの役割をプロセス
戦略を通じ、敷地に組み込んでいく

雨 調 育 併
・美しい杜づくりと多様な主体の参画・協働
・来訪者の安全確保

祈念公園の役割 条件
広 難築

街の遺構（街路、聖人堀、史跡、建物基礎）
本来の自然に回帰した湿地環境

震災というインパクトにより、生活の場
であった「街」が壊滅し、大きな喪失感
が広がった一方で、暮らしの記憶・自然

１犠牲者への追悼と鎮魂 ２教訓の伝承
３杜づくり ４多様な主体の参画・協働の場
５防災

・広場、避難築山、アクセス、
雨水排水、マリーナ、道路、堤防

街

地震と津波、その後の火災で甚大な被害を受
けた記憶
日和山に避難した記憶
犠牲者への追悼と鎮魂の想い

東日本大震災（平成23年）

方 、暮 記憶 自然
との係わりの認識、思いが人々の心に顕
在化し、未来へ向け考えることとなった。

街（昭和30年代～東日本大震災まで）
利便性が高く、閑静な住宅地
・南浜町二丁目、三丁目からの宅地化の進展
・門脇地区（門脇町三～五丁目）、善海田地区（南浜町一

四丁目 門脇町五丁目）の土地区画整理事業

街
災害への備えと教訓の伝承の想い

震災前の街の記憶
元住民の暮らしの記憶～四丁目、門脇町五丁目）の土地区画整理事業

・石巻市立病院、石巻文化センター

浜

元住民の暮らしの記憶

急激な市街化（昭和30年代）

浜（昭和20年代まで）
・浜横丁と南地の集落
・水田、湿地と畑

浜

集落の形成された微高地
善海田と呼ばれた水田と湿地畑

聖⼈堀
湿地

集落

・浜堤の松原
・聖人堀

善海田と呼ばれた水田と湿地
浜堤地形と松原
水や海の安全を祈願した史跡

桑畑
松原

果樹園
⽔⽥



２．コンセプトの展開 P 02

この地に存在し続ける日和山の三湖水（淡水）

１）浜の自然との係わり

この地に存在し続ける日和山の三湖水（淡水）

湛水を許容する土地利用

●湿地・池沼
・被災後に湿地が現れた状況を出発点とし

て 過去に湿地の存在したエリアに湿地

聖人堀

向 蔵●聖人堀

湛水を許容する土地利用て、過去に湿地の存在したエリアに湿地・
池沼空間を整備

濡仏

善海田稲荷

北向地蔵
旧北上川

●聖人堀
・日和山から流れ出る雨水を受けてきた

機能を踏まえ、水を受け止める開渠と
してデザイン

濡仏

旧北上川との関係（汽水）

・大正時代のゆるやかな蛇行線形を意識

湿地・池沼

聖人堀

■被災後は まとまった降雨時に湿地化する場所がある■被災後は、まとまった降雨時に湿地化する場所がある

被災後に出現した湿地

聖人堀
聖人堀

日和山

流れの向き

北向地蔵

善海田稲荷

濡仏
現在の南浜地区周辺

流れの向き

■かつて開渠であった聖人堀
（昭和34年）

善海田と呼ばれた
水田と湿地

湾が入り込ん た

濡仏

■土地の履歴から見た南浜地区周辺

（昭和34年）

湾が入り込んでいた

・元々湿地の場所で 震災後も地下水位が高く湿地環境が表出している場所に 生物の生息空間や

■土地の履歴から見た南浜地区周辺

のかつての地形と水系

日本地図センター作成「大正2年頃（1913年）の
石巻市主要部」を一部転載・加工・加筆元々湿地の場所で、震災後も地下水位が高く湿地環境が表出している場所に、生物の生息空間や

雨水調整機能を持つ湿地を面的に整備する。聖人堀も開渠として再生・活用する。



２．コンセプトの展開 P 03

昭和以前の湿地の想定範囲

1947年（昭和22年）GHQ撮影の空中写真をベースに1935年（昭和10年）の石巻市都市計画図を参照して作成

■ 昭和以前の湿地の想定範囲図



２．コンセプトの展開 P 04

昭和以前の湿地の想定範囲

被災後の
標高

単位：ｍ
（T．P）

被災後に現れた湿地

（湿地・池沼の設定根拠）
国土地理院基盤地図情報(5mメッシュ航空レーザー基本測量データ)を基に作成

■ 昭和以前の湿地の想定範囲と被災後に現れた湿地の重ね図

国土地理院基盤地図情報(5mメッシュ航空レ ザ 基本測量デ タ)を基に作成



２．コンセプトの展開 P 05

池 空 を整備●湿地・池沼空間を整備
・被災後に湿地が現れた状況を出発点として、過去に湿地の存在したエリアに湿地・池沼空間を整備

※当該地区が公共下水道区域外となったことから、雨水排水についてもあわせて考慮する。 公共下水道区域

中央排水ポ プ場中央排水ポンプ場

聖人堀

計画する湿地・池沼

被災後に現れた湿地

（湿地・池沼の設定根拠）
旧日和ポンプ場（廃止）

（湿地 池沼の設定根拠）

■ 計画する湿地・池沼の配置図



００２．コンセプトの展開 P 06

日和山

第一の視点場２）街の記憶

かつて街と暮らしがあったことを空間
として実感 微高地への盛土により、公園全

体や市が保存を検討している旧
門脇小学校への視点場とする北向地蔵

聖人堀

門脇小学校への視点場とする

式典や伝承活動が可能な中核
的な空間

北向地蔵

濡仏

善海田稲荷

骨格的な街路を幹線道路として残す

的な空間濡仏

その他の園路は、すべてを園路とし
て残すのではなく、広場の中で自分
の位置（元の住所）がわかるよう 空

かつて街と暮らしがあったことを
空間として実感できる要素

の位置（元の住所）がわかるよう、空
間あるいは施設により明示する

空間として実感できる要素
（街路網、建物の基礎、聖人掘）

昭和30年代からの街の始まりの頃か
らの記憶が残る、南浜町三丁目

北向地蔵

聖人堀

濡仏

善海田稲荷

・街の暮らしの記憶、そして街が失われたことを震災の教訓として残すため、骨格的な街路を幹線園路として残し、その他の街路はデ
ザインの工夫により明示して、公園全体で震災の実情と教訓の伝承ができる場とする。

・南浜町三丁目は、街の始まりの頃からの記憶が残るため、かつて街と暮らしがあったことを空間として実感できる場とする。

・過去に街と暮らしがあり、震災でこれらが失われたことを実感するために、日和山を視点場とし、さらに善海田稲荷周辺の微高地へ
の盛土で形成される高台を、かつて市街地であった公園全体を見渡す視点場とする。



００２．コンセプトの展開 P 07

３）追悼と伝承の祈念公園

●教訓の伝承
・骨格的な街路を幹線園路として残し その他の街路はデザインの工夫により明示する

３）追悼と伝承の祈念公園

・骨格的な街路を幹線園路として残し、その他の街路はデザインの工夫により明示する。
・南浜町三丁目は、かつて街と暮らしがあったことを空間として実感できる場とする。
・公園の中心となる善海田稲荷周辺の微高地を、式典や伝承活動が可能な中核的な空間とする。
善海田稲荷周辺の微高地 の盛土により 公園全体や市が保存を検討している旧門脇小学校 の視点場とする ■市が保存を検討し・善海田稲荷周辺の微高地への盛土により、公園全体や市が保存を検討している旧門脇小学校への視点場とする。

・避難築山は、海や川を望む場としても考える。

■市が保存を検討し
ている旧門脇小学校
校舎

市が保存を検討している 日和山市が保存を検討している
旧門脇小学校との関係性を意識

・第一の視点場

式典や伝承活動が可能な

街路網

式典や伝承活動が可能な
中核的な空間・市民活動の拠点

となる施設

○幹線園路
かつての街の骨格であった道路

視点場をつなぐ
ル ト は、通行可能な幹線園路とする

（中町通り、濡仏線、聖人グ
リーンロード 等）

ルート
（日和山～市が保存を
検討している旧門脇小
学校 国営追悼 祈念

○その他の園路
すべてを園路として残すのでは

学校～国営追悼・祈念
施設（仮称））

すべてを園路として残すのでは
なく、広場の中で自分の位置
（元の住所）がわかるよう、空
間あるいは施設により明示する。
この手法は 伝承の空間デザイ

聖人掘
グリーンロード この手法は、伝承の空間デザイ

ンの中で検討する

中町通り

グリ ンロ ド

濡仏線街の始まりの頃からの記憶が残る南浜町三丁目

かつて街と暮らしがあったことを空間
として実感できる場

●伝承の広場のイメージ
（がんばろう石巻）

●語り部による伝承のイメージ ○：メイン出入口
○：サブ出入口

として実感できる場

■ コンセプト展開図（教訓の伝承）



２．コンセプトの展開 P 08

■避難の基本的な考え方■避難の基本的な考え方
・宮城県の実施した津波シミュレーションでは、高盛土道路を超えて2m 未満の浸水があり、本公園利用者及び本
公園を経由する徒歩避難者は、基本的には日和山を目指すものと想定される。公園を経由する徒歩避難者は、基本的には日和山を目指すものと想定される。

・新門脇土地区画整理事業においても、全域を避難対象区域とし、日和山への避難を計画している。

・本公園の立地する南浜地区の住民等の避難実態が、下図に示すような5 ルート（県道石巻女川線他）を利用して本公園 地する南浜地区 住民等 避難実態 、下図 示すような ル （県道石巻女川線他）を利用し
日和山等に避難したことが聞き取り調査から確認されていることからも判断できる。

・そのため公園利用者等は日和山への避難を原則とし、避難到達点を中心に半径500m の円内を、日和山への直
接避難可能区域とする接避難可能区域とする。

・また、本公園周辺の避難困難区域の避難者は、本公園での一時避難が必要となることから、避難築山を配置して
対応する。対応する。

津波襲来時の南浜地区
2011年（平成23年）3月11日 16：57撮影

写真 南浜地区のがれきが撤去され更地となっていく過程
（写真提供）石巻市（上）石巻百景（他）

■ 避難の実態調査（聞き取り）



２．コンセプトの展開 P 09

●防災公園・避難築山

・日和山への5本の避難路と公園内の避難動線とを一体的な動線にする日和山への5本の避難路と公園内の避難動線とを 体的な動線にする。

・避難到達点から遠い公園の南東端に、公園利用者及び公園外から一時避難する避難者を対象に避難築山を整備する。

防災公園

マリーナ

避難築山避難築山

海岸利用者

■ 避難計画図



２．コンセプトの展開 P 10

●市民活動の展開の中心となる空間、かわまちづくりと連携した広場、多目的広場

かわまちづくりと連携した広場
石巻は川を通じて海に開き 江戸や海外と

市民活動の展開の中心
となる広場

北向地蔵

聖人堀
・石巻は川を通じて海に開き、江戸や海外と

もつながってきた。このような川湊のまち
の歴史性を踏まえた土地利用を図る

となる広場

善海田稲荷

北向地蔵

浜堤地形と松原

多目的広場

濡仏浜堤地形と松原

松原

聖人堀

鎮守大橋
市が検討中

■イベントのイメージ

雲雀野公園

善海田稲荷

北向地蔵 ・市が検討中・雲雀野公園をはじめと
する公園は、運動など
様々な市民のニーズに
利用されていた

濡仏雲雀野公園

マリーナ
・市が検討中

利用されていた 雲雀野公園

聖人堀

善海田稲荷

北向地蔵

船魂神社

浜堤地形と松原 川湊のまちの歴史性
濡仏

浜堤地形と松原 川湊のまちの歴史性
古くからの集落である浜横丁

・多目的広場は、市民の様々なニーズを受け止める施設を配置する。
・市民活動のフィールドとなる広場は、震災直後から南浜地区で行われてきた各種市民活動の継続や、杜づくりを始めと
する新たな活動の受け皿となる空間とするする新たな活動の受け皿となる空間とする。
・かわまちづくりと連携し、市街地、更には広域的にネットワークを図る。



２．コンセプトの展開 P 11

●多目的広場
・市民の様々なニーズを受け止
める空間とする

●かわまちづくりと連携した広場
・石巻市は川湊として発展してきた街であ
り 大震災からの復興にあた ても 水

●市民活動の展開の中心となる空間
・日和山、新門脇地区土地区画整理事業、国営追
悼 祈念施設（仮称）の中間部を 震災直後かめる空間とする。 り、大震災からの復興にあたっても、水

辺と親しみながら人々が集い、交流し、
まちが賑わいを取り戻すまちづくりが不
欠

悼・祈念施設（仮称）の中間部を、震災直後か
ら南浜地区で行われてきた各種市民活動の継続
や、杜づくりを始めとする新たな活動の受け皿
となる空間とする 可欠。

・南浜地区の中でも特に旧北上川に近いエ

リアを、川と一体となったエントランス

となる空間とする。

●松原
空間やイベント等が実施可能な広場空間
とする。

・杜づくりの一環として、かつて存在し、人々の記憶にも残っている松林を復元。

かわまちづくり
と連携した広場

多目的広場

かわとかわとの
つながり

離島航路船着場

マリーナ

離島航路船着場

■市民の多様なニーズ市民 多様な
のイメージ かわまちづくり

との連携
市民活動の展開の中心となる空間 松原市民活動の展開の中心となる空間 松原

■ コンセプト展開図（市民活動の展開の中心となる空間、かわまちづくりと連携した広場、多目的広場



２．コンセプトの展開 P 12

■旧北上川河口かわまちづくり
・旧北上川河口部の復興にあたっては、まちづくりと連携し、安全・安心で、人々がにぎ
わい 憩いの場となる水辺空間の整備を目指した「かわまちづくり」を推進

①旧北上川河口かわまちづくり「住吉神社前」

わい、憩いの場となる水辺空間の整備を目指した「かわまちづくり」を推進。
・具体的な水辺デザインは、かわまちづくり検討会、学識者ワーキングを設置し、地域の
方々の意見を伺いつつ、検討を実施。

南浜地区は 設定された拠点部の1つ 全体のアクセントとして また まちとのつなが・南浜地区は、設定された拠点部の1つ。全体のアクセントとして、また、まちとのつなが
り・利用形態を重視して、場所に即した丁寧な質の高い空間づくりを行う。

②旧北上川河口かわまちづくり「中央地区」

③旧北上川河口かわまちづくり「湊地区」

④旧北上川河口かわまちづくり「南浜地区」

⑤いしのまき水辺の緑のプロムナード計画（石巻市）

■ 公園・かわまちづくりとの連携イメージ図



３．基本構想・部会での検討等を踏まえた空間の考え方

基本方針 空間の骨格

P 13

【犠牲者への追悼と鎮魂の

基本方針

【追悼と鎮魂の場】
追悼と鎮魂のための祈りの場として 多様な想いでさまざまな方向を望むことのできる「追悼と祈念の丘」を設け

空間の骨格 ※下線部は前回からの変更点

場を構築する】

宮城県や被災地全体の追
悼と鎮魂の中核的な場所と

追悼と鎮魂のための祈りの場として、多様な想いでさまざまな方向を望むことのできる「追悼と祈念の丘」を設け
る。また、丘に隣接して、相当規模の「式典広場」を設ける。

→公園全体を「犠牲者の追悼ができる空間」と考えるとともに、中心的位置にある善海田稲荷周辺の微高地の盛悼と鎮魂の中核的な場所と
して、祈りの空間を整備する。

公園全体を「犠牲者の追悼ができる空間」と考えるとともに、中心的位置にある善海田稲荷周辺の微高地の盛
土を行い、式典や伝承活動が可能な中核的空間とする。

【教訓の伝承の場】
元の街路形態や震災遺構 震災後出現した湿地等を公園デザインに取り入れることにより 津波の大きさと恐ろし

【被災の実情と教訓を後世
に伝承する】

この地の環境変化と震災

元の街路形態や震災遺構、震災後出現した湿地等を公園デザインに取り入れることにより、津波の大きさと恐ろし
さの教訓を伝承する。

→街の暮らしの記憶 そして街が失われたことを震災の教訓として残すため 骨格的な街路を幹線園路として残しこの地の環境変化と震災
被害を実感し、教訓を伝承
する場を整備する。

街の暮らしの記憶、そして街が失われたことを震災の教訓として残すため、骨格的な街路を幹線園路として残し、
その他の街路はデザインの工夫により明示して、公園全体で震災の実情と教訓の伝承ができる場とする。

→南浜町三丁目は、街の始りの頃からの記憶が残ることから、かつて街の暮らしがあったことを空間として実感でき
る場とする

【復興の象徴の場としてメッ
セ ジを国内外に発信す

る場とする。

→元々湿地の場所で、震災後も地下水位が高く湿地環境が表出している場所に、生物の生息空間や雨水調整機
能を持つ湿地を面的に整備する。聖人堀も開渠として再生・活用する。セージを国内外に発信す

る】

美しい杜への再生により、

能を持つ湿地を面的に整備する。聖人堀も開渠として再生 活用する。

→保存が検討されている旧門脇小学校校舎とも連携して教訓を伝承する。

→伝承のための視点場は、第一の視点場は日和山とし、公園内では全体や旧門脇小学校に対しては中核的空美しい杜 の再生により、
震災からよみがえる被災地
の姿と重ねあわせた復興の
象徴空間を整備する

間、海や川に対しては避難築山とする。

【復興の象徴の場】
郷土の樹木の苗の育成や植樹などを通じて 市民 NPO 企業など多様な主体が公園づくりに係わりながら 時間を象徴空間を整備する。

【多様な主体の参画・協働

郷土の樹木の苗の育成や植樹などを通じて、市民、NPO、企業など多様な主体が公園づくりに係わりながら、時間を
かけて命のいとなみにより育まれる美しい杜づくりを行う。

→計画地に成立する自然的・二次的植生や郷土で歴史的に形成された植生をモチーフに、公園の土地利用を考慮【多様な主体の参画 協働
の場を構築する】

人と人とのつながりの再生
が 真の復興に ながるた

した植栽タイプを設定する。

→かわまちづくりと連携し、市街地、更には広域的にネットワークを図る公園とする。

【多様な主体の参画 協働の場】が、真の復興につながるた
め、多様な主体が参画・協
働できる場を構築する。

【多様な主体の参画・協働の場】
多様な主体が円滑に当公園の整備や管理運営に参画・協働できる場づくりを行う。

→多様な主体が杜づくりという共通の目標に向かって協働していくため 材料調達や運営 育成の管理に向けた体制働できる場を構築する。

【来訪者の安全を確保する】

適切な避難が 滑 き

多様な主体が杜づくりという共通の目標に向かって協働していくため、材料調達や運営、育成の管理に向けた体制
を整備する。

→元住民をはじめとした市民が公園に集い、震災伝承活動など様々な活動ができる拠点を整備する。

適切な避難が円滑にでき
るよう、避難場所となる丘や
周辺の高台への避難経路な

【来園者の安全を確保する場】
来園者が適切かつ円滑に避難できるよう、避難場所となる丘や周辺の避難経路を整備する。

→公園利用者や周辺の人々の 時避難が可能となるよう 公園の南東端に避難築山を整備する周辺の高台への避難経路な
どを整備する。

→公園利用者や周辺の人々の一時避難が可能となるよう、公園の南東端に避難築山を整備する。

→公園から新門脇地区及び日和山等への避難路を整備する。



４．基本計画図（案） P 14

視点場をつなぐルート
（日和山～市が保存を検討
している旧門脇小学校～国

市が保存を検討している
旧門脇小学校との
関係性を意識

営追悼・祈念施設（仮称））
式典や伝承活動が可能な
中核的な空間・市民活動

拠点となる施設

日和山
（伝承のための第一の視点場）

（都）大街道石巻港線
の拠点となる施設

（旧門脇小学校への視点場）

市民活動の展開

（伝承のための第一の視点場）

かつて街と暮らし
広域及び市内からの

アクセス動線
新門脇地区

土地区画整理事業

門脇町二丁目

市民活動の展開
の中心となる空間

かつて街と暮らし
があったことを空間として

実感できる場

アクセス動線土地区画整理事業

門脇町三丁目旧門脇小学校

門脇町五丁目
門脇町四丁目

（都）南光門脇線

聖人堀を開渠として再生・活用 かわまちづくりと
連携した広場

鎮守大橋

多目的広場
（都）南光門脇線

かわとの

（市が検討中）

船魂神社

南浜町四丁目

原則として街路網を残す

善海 稲荷

南浜町一丁目

つながり

離島航路船着場

北向地蔵

船魂神社

松 原 かわまちづくりとの連携

南浜町二丁目

南浜町三丁目

善海田稲荷

マリーナとの
つながり

防災公園

雲雀野一丁目

避難築山
（海や川への視点場）

防災公園

日和大橋（都）門脇流留線

濡仏

湿地 池沼等

国営追悼・祈念施設 県営公園区域

湿地・池沼等

この図面は空間構成として表現したもので、ゾーン区域、
施設の位置などは調整中であり、確定したものではない。■ 基本計画図（案）


